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と
に
つ
き
、
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
の
戻
入
れ
又
は
移
入
に
係
る
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
の
所
在
地
を
所
轄
す
る

税
務
署
長
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
た
ば
こ
税
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、同
法
第
十
六
条
の
規
定
に
準
じ
て
、

当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
に
つ
き
当
該
製
造
た
ば
こ
製
造
者
が
納
付
し
た
、
又
は
納
付
す
べ
き
た
ば
こ
税
額
（
第
二

号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
他
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
の
移
出
に
よ
り
納
付
さ
れ

た
、
又
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
た
ば
こ
税
額
）
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る
控
除
又
は
還
付
に
併
せ
て
、
そ
の
者
に
係
る

た
ば
こ
税
額
か
ら
控
除
し
、
又
は
そ
の
者
に
還
付
す
る
。

一

製
造
た
ば
こ
製
造
者
が
そ
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
で
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
た
ば
こ

税
を
課
さ
れ
た
、
又
は
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
当
該
製
造
場
に
戻
し
入
れ
ら
れ
た
場
合
（
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級

品
で
製
造
た
ば
こ
の
販
売
業
者
か
ら
返
品
さ
れ
た
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
が
当
該
製
造
た
ば
こ
製
造
者

の
他
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
に
移
入
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）

二

前
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
製
造
た
ば
こ
製
造
者
が
、
他
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
移
出
さ
れ
た
紙

巻
た
ば
こ
三
級
品
で
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
た
ば
こ
税
を
課
さ
れ
た
、
又
は
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
製
造
た
ば
こ

の
製
造
場
に
移
入
し
、
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
そ
の
移
入
し
た
製
造
場
か
ら
更
に
移
出
し
た
場
合

７

た
ば
こ
税
法
第
二
十
六
条
（
第
二
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
に
、
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
又
は
保
税
地
域
以
外
の
場
所
で
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
販

売
の
た
め
所
持
す
る
製
造
た
ば
こ
の
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
所
持
す
る
紙
巻
た
ば
こ

三
級
品
の
本
数
が
五
千
本
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
製
造
た
ば
こ

の
製
造
者
と
し
て
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
同
日
に
そ
の
者
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
も
の
と
み

な
し
て
、
千
本
に
つ
き
四
百
三
十
三
円
の
た
ば
こ
税
を
課
す
る
。

９

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
た
ば
こ
税
を
課
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
」
と
、「
平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
」
と
あ
る
の
は

「
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
」
と
、
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
」
と
、「
前
項
」と
あ
る
の
は「
第

九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
附
則
第
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
第
十
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
と
、「
附
則
第
二
十
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
四
項
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
、「
平
成
二

十
八
年
九
月
三
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
」
と
、
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九

項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
第
二
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
の
」
と
、
第

六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
」
と
、
第
七
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10

平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
、
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
又
は
保
税
地
域
以
外
の
場
所
で
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
販
売

の
た
め
所
持
す
る
製
造
た
ば
こ
の
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
所
持
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三

級
品
の
本
数
が
五
千
本
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
製
造
た
ば
こ
の

製
造
者
と
し
て
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
同
日
に
そ
の
者
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
も
の
と
み
な

し
て
、
千
本
に
つ
き
六
百
四
十
九
円
の
た
ば
こ
税
を
課
す
る
。

11

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
た
ば
こ
税
を
課
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
項
」
と
、「
平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
」
と
あ
る
の
は

「
平
成
三
十
年
五
月
一
日
」
と
、
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
項
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
附
則
第
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
第
十
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
と
、「
附
則
第
二
十
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
十
条
第
十
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」と
、

「
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
三
十
年
十
月
一
日
」
と
、
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
第
二
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項

の
」
と
、
第
六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
項
」
と
、
第
七
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

12

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
に
、
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
又
は
保
税
地
域
以
外
の
場
所
で
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
販

売
の
た
め
所
持
す
る
製
造
た
ば
こ
の
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
所
持
す
る
紙
巻
た
ば
こ

三
級
品
の
本
数
が
五
千
本
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
製
造
た
ば
こ

の
製
造
者
と
し
て
当
該
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
同
日
に
そ
の
者
の
製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
移
出
し
た
も
の
と
み

な
し
て
、
千
本
に
つ
き
千
二
百
七
十
円
の
た
ば
こ
税
を
課
す
る
。

13

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
た
ば
こ
税
を
課
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
項
」
と
、「
平
成
二
十
八
年
五
月
二
日
」
と
あ
る
の

は
「
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
」
と
、
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
項
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
附
則
第
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
二
条
第
十

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
と
、「
附
則
第
二
十
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
二
十
条
第
十
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
項
」
と
、「
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
三
十
一
年
九
月
三
十
日
」
と
、
第
五
項
中「
前
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
第
二
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
項
の
」
と
、
第
六
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
項
」
と
、
第
七
項
中
「
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

14

第
二
項
（
第
九
項
、
第
十
一
項
又
は
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
そ
の
提

出
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
た
ば
こ
税
を
免
れ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

15

前
項
の
犯
罪
に
係
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
に
対
す
る
た
ば
こ
税
に
相
当
す
る
金
額
の
三
倍
が
五
十
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
、
情
状
に
よ
り
、
同
項
の
罰
金
は
、
五
十
万
円
を
超
え
当
該
た
ば
こ
税
に
相
当
す
る
金
額
の
三
倍
以
下
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

16

第
二
項
（
第
九
項
、
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
そ

の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

17

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又

は
財
産
に
関
し
て
第
十
四
項
又
は
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又

は
人
に
対
し
て
前
三
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

18

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
十
四
項
の
違
反
行
為
に
つ
き
法
人
又
は
人
に
罰
金
刑
を
科
す
る
場
合
に
お
け
る
時
効
の
期

間
は
、
同
項
の
規
定
の
罪
に
つ
い
て
の
時
効
の
期
間
に
よ
る
。

19

第
一
項
、
第
八
項
、
第
十
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
課
す
る
た
ば
こ
税
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
者
か
ら
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
譲
り
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
譲
り
受
け
る
権

利
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
者
の
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
保
管
し
た
と
認
め
ら
れ

る
者
若
し
く
は
保
管
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
国
税
通
則
法
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
者
と
そ
れ
ぞ

れ
み
な
し
て
、
同
条
（
同
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
七
十
四
条
の
七
、
第
七
十
四
条
の
八
、
第
七
十
四

条
の
十
三
、
第
百
二
十
七
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
中
同
法
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及

び
第
百
二
十
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
イ
中
「
製
造
た
ば
こ
（
同
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
（
定
義
及
び
製
造
た
ば
こ
の
区
分
）
に
規
定
す
る
製
造
た
ば
こ
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
七
十
四
条
の

十
二
第
二
項
（
当
該
職
員
の
団
体
に
対
す
る
諮
問
）
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
、「
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
（
所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
五
十
二
条
第
一
項
（
た
ば
こ
税
に
係

る
手
持
品
課
税
）
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
い
う
。）」
と
す
る
。

（
国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
十
三
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
税
通
則
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
新
国
税
通
則
法
」と
い
う
。）

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
人
の
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年

度
に
お
い
て
生
ず
る
純
損
失
等
の
金
額
（
国
税
通
則
法
第
二
条
第
六
号
ハ
に
規
定
す
る
純
損
失
等
の
金
額
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
又
は
連
結

事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
純
損
失
等
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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